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てを河と 農を以 日（ な日との 況建し計るめび合め減がま等楠（ 内 会
生条、す民耕上 迄 J ら ま なi去を回 、画。なにはる計出たの境 ？ 会 町
粗件道 ． 。作の 申 1 なでる律監体自のけ地標計画来国財す 三 長 内

日日

地
方
財
政
再
建
促
進
特
別
措
慣

法
説
明
会
（
町
鱗
会
協
醗
会
）

生
産
組
合
長
会
織

町
般
会
挫
設
蚕
員
会

餌
長
会
醗
ハ
五
月
行
事
予
定
）

八

日

九

日
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岡

誠一
（
泊
小
長
）

朝
日
区
域
P
T
A

連

絡

協

議

会

号

去
る
五
月
九
日
間
小
学
校
に
於
て
朝
日
区

域
P
T
A
連
絡
協
説
会
が
開
催
さ
れ
、
新

年
度
役
員
の
選
出
叡
に
引
業
計
制
等
に
つ

い
て
協
議
し
た
が
新
年
度
制
日
区
以

ν
T

A
述
絡
協
議
会
会
長
、
副
会
長
は
志
の
三

氏
が
選
ば
れ
た
。
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（
舟
見
）

p.、
」a、

長

菅
洞
栄
蔵

嘉
郎

（
泊
）

第

副
会
長

湊

副
会
長
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一
回
閥
、
そ
し
て
土
地
風
俗
に
よ
る
生
活
の

一

参
加
製
項

実
態
、
町
か
ら
村
へ
堕
．
が
る
、
辺
川
市
山

－

①
六
月
十
民
午
前
久
間
出
発
で
、
参

県
の
パ
ノ
ラ
マ
を
、
パ

ス
で
く
ま
な
〈
拡
号

加
希
取
者
は
、
七
時
四
十
五
分
迄
制

勝
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
今
か
ら
そ
の

一

日
町
役
場
前
に
集
合
の
事

日
が
待
ち
述
し
い
・
も
の
が
あ
る
。
①
会
践
は
、
一
一
一
百
円
、
思
食
携
行

①
探
勝
経
路
は
上
関
の
通
り
。

ffi-

~ 

.、

量生

日

膏

協

理

事

に

しれ 日の中理問英首日目 れ し 堂
てた間二川事時君山和、てに F
出、、人知jににを県主事、 11 
席 第 東 を 英 、 、 再 育 十業第約
し 五 京 選 君 宮 新 選 作一経七二 Ii
た 聞 の び 、山 年し閏年 過凹扇 町
。日目五県県皮た協度及官名
本木月女と 、 。議・ ひ ・ 山 の
育 背 十 子 し 日 会新決県大
生1三 年五委て本 会役算背会
大会、負、育 長良報年代
会舘十藤県年 に榊告・大融 ι

にで六回背問 、成に会員 f
代行自主存協協 中につがを晶
表なの子会議 川入い開招
とわ二 君 長 会 舟jりでか集．

志さめン 1一一一一一一一一一一一一一一｛ 訪北 I 
のれ会ク j舟川栄次郎氏の j問 日

診る共ラ l 勝算「夢の構」 ；特本
加予備プ i j集新
を定に、 i 出版配念会に iを聞
希でよ朝 一一一一一一一一一一一一一一－一一~·行社

望、る日きお会源るのた栄に来身源アつで
し主 同 町 ？ り に 氏 こ 出 児 次 、 県 ） 氏 γでは
て保氏教由記臨鶏と版訟郎泊すが鶏プレ先
い者の育事事念む太に記詩氏町る 来太した 般
る側歓蚕社会こ氏な念集が在がる氏てが来
。で迎員、終とはつ会「昨住、五（郷こ郷
は会会朝了にこてを夢年詩こ月宮土れ土
多を、臼後なのお挙の出入の下山のにの
数開わ町引っ艶り符橋版舟機旬市作タ作
有他かペ続て念、す」し川会に出家イ家

一
予
て
か
ら
制
日
町
地
区
に
お
け
る
小

中
川
子
校
聞
の
緊
新
強
化
が
両
者
間

下
新
川
郡
フ
ィ
ル
ム
ラ
イ
プ
ラ

一
に
於
て
叫
ば
れ
て
い
た
が
、
今
回
両
者
合

リ
！
の
活
動
は
以
近
目
ざ
ま
し
い

－
同
の
教
科
研
究
会
を
持
つ
こ
と
が
殺
も
，来

も
の
が
あ
り
、
学
校
教
育
に
貢
献

一
九
と
さ
れ
木
年
度
は
と
り
あ
え
ず
、
間
工

す
る
と
こ
ろ
の
大
な
る
も
の
あ
る

↑
料
、
札
U
柴
山
軒
、
保
健
体
育
科
、
生
活
指
海

ヵ
、
今
凶
そ
の
保
有
フ
ィ
ル
ム
も
｝
1
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r
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t

－－
J
f
、J
t
、J
，、3
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（
】｛
1

，、J
1
1
t1
t
1

、J
t

百
本
に
達
し
、
そ
の
記
念
襲
業
が

時
j

計
画
さ
れ
つ
与
あ
っ
た
が
、
来
る
草

E

小

中

学

校

六
月
下
旬
（
期
日
米
定
〉
泊
小
学
地
区

校
を
会
場
校
に
指
定
し
こ
の
フ
イ

ル
ム
百
本
記
念
娯
を
実
施
す
る
こ

一
合

同

研

究

会

結

成

と
に
決
定
し
た
が
、
そ
の
記
念
事
一

（

7
1
1
1
1
｝
ト
、l
l
t（
（

j

業
の
重
な
る
内
径
は
次
の
通
り
。

一一
の
四
郎
副
に
限
定
し
両
者
合
同
の
研
究
を

下
新
川
郡
視
腔
党
教
育
研
究
大
会
と
し

一
進
め
る
こ
と
に
し
、
そ
の
第
一
回
会
合
を

一

て、

一
去
る
五
月
七
月
畑
中
学
校
に
於
て
開
催
さ

①

会

開

研

究

授

業

一

一
れ
た
が
、
当
日
は
各
部
会
の
役
員
選
出
と
一

一
①
中
央
よ
り
専
門
講
師
を
拍
へ
い
し
F

記一

－

一

念

講

演

の

実

施

一

併

せ

て

本

年

度

務

業

計

画

を

立

実

検

討

し

一

↑
①

研

究

協

陵

会

散

会

し

た

。

一

藤

田

幸

子

君

（
大
家
庄
）

源

氏

鶏

太

氏

郷

土

訪

問

の

前
、
朝
日
町
迎
苛
制
問
長
を
つ
と
め
た
藤

田
幸
子
君
は
、
本
年
、
宮
山
県
女
子
寮
艮

と
し
て
、
又
日
育
協
出
事
と
し
て
、
今
迄

一
の
間
活
動
の
休
験
を
生
か
し
て
の
今
後
の

去
る
、
四
月
二
十
二
日
、
富
山
市
公
会

一活
動
に
、
期
待
が
か
け
ら
れ
て
い
る
。

昭
和
三
十
一
年
度
朝
日
町
婦
人
会
行
事

五回

月月

的
人
週
間
（
県
婦
人
大
会
）

調

演

会

肢

と

蝿

の

撲

滅

に

つ

い

て

料

理

講

習

会

日

常

釦

活

の

栄

養

料

理

社

会

見

学

盲

唖

学

校

、

慈

光

圏

、

乳

児

園

指
導
者
制
習
会
県
綿
入
会
舘
、
北
日
本
新
聞
社

（
制
日
町
主
催
於
宮
崎
）
市
公
会
堂
、
遺
族
会
舘
等

町

放

を

聴

く

会

泊

総

会

（

朝

日

町

主

催

）

小

川

中

学

ボ

ロ

閉

牧

第

－

保

育

園

料

理

制

習

夏

の

味

覚

を

そ

与

る

講

演

会

泊

、

本

年

ス

ロ

ー

ガ

ン

家
庭
を
明
る
く
に
つ
い
て

ー』ーノ、

月

七

月

八

月

九

月

十

月
十
一
月

民
謂
講
習
会
撒
老
会

朝
日
町
リ
ク
レ
エ
1
シ
g
y
大
会

総

会

（

下

新

川

郡

主

催

）

静
純
物
聾
慰
問
（
朝
日
町
、
五
俄
）

料

麗

前

習

弁

論

大

会

婦

人

学

級

婦
人
学
級

婦
人
学
甑

器
一
一
鈴
企

入
者

十
二
月

一

月

雫
‘
新
川
郡
主
催
）

泊

月月

総
会
ハ
泊
）

V
毎
月
世
間
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六

回

水
間
の
い
肌
川
は
今
を
毘
り
と

川
民
家
は
引
の
手
も
は
し
い
時
節

然
し
設
業
経
営
の
合
理
化
に
よ

っ
て
、
相
当
人
力
が
節
約
さ
れ

て
来
た
よ
う
で
あ
る
。
民
家
の

符
さ
ん
位
長
保
持
の
た
め
に
、

将
来
も
一
一
憶
の
工
夫

が
望
ま
し

E霊童璽彊
L、。

0

0

0

 

十
川
市
…
部
の
中
学
生
の
泊
中
学
へ
の
委
託

問
地
も
二
日
・
ふ
り
で
円
満
解
決
を
見
る
こ

と
と
な
っ
た
。
ん
じ
従
等
の
た
め
に
ま
こ
と

に
汗
ぶ
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
川
れ
に
立
い

分
は
あ
ろ
う
と
、

午
一
従
符
の
勉
強
の
場
を

一
日
も
ロ
ヤ
く
き
め
て
や
る
こ
と
が
、
何
よ

り
も
緊
公
を
裂
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
の
だ

0

0

0

 

木
町
も
、
地
財
再
建
特
別
措
置
法
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
・
二
ら
し
い
。
今
の
う
ち

に
切
開
手
術
？
し
こ
う
を
後
に
浅
さ
ぬ
訳


